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1． はじめに

色彩に 対する感情やイメ
ージを測定するため に セ マ ン

テ ィッ ク・デ ィフ ァ レ ン シ ャ ル 法（SD 法）が 広 く用 い られ て

い る。本研 究で は色彩感情の 経年的変化をSD 法で調

べ て 見る。筆者 の ひ とりは幸い 40 余年前（1962 年実施、
1963 年 発表〉に、女子 学生 対象に色彩に 対するSD 法

調査を実施 した が（文 献 1）、それ とほ ぼ 同じ方法 で

1998 年 （2001 年発表〉に ぼ ぼ同色 の 色紙に対して男

女大学生 に行っ た調査 （文献 2）と比較す る。色彩感情

に経年的変化があるか を検討する。更に同年齢層の 女

子学生に 1963 年発表 と全く同 じ色紙を用い た調査も予

定して い る。

2． 方 法

　調査対象は 、 各調査 時点 にお ける大学生 で 、調査人

数は 、1963 年発 表は 18 または 23 名 の 女 子 学生 、
2001 年発表は 11名の 男 予学生 と9 名 の 女子学生。

　使用 色紙は 1963 年発 表で は 当時 の 日本色彩研究

所標準色紙 16 枚、2001 年発表で は PCCS カ ー
ド 11

枚。うち今回比較するの はほぼ色相・明度 ・彩度が対応
する赤 （v2 ）、黄 くv8 ）， 緑 （v12 ）， 青（v18 ），紫（v22 ）， 白

（W ）中灰 （Gy・5．5）、黒 （Bk ）の 8 色。

　それらのJIS色相 ・明度 ・彩度は次の 通り。1963 年発

表 分は専門家の 視感測色、2001 年発表分は PSSC 解
説書による標準値を示す 。

　 （1963 発表 分）

赤 5R4 ．0！14，0
黄 6Y　8．5！12．0
緑 4．5G5 ．0〆8．0
青 1．5PB 　4．019．0

紫 7P　3．0112．0
白 N9 ．5
中灰 N 　5．0

黒 N1 ．9

　　（2001 発表分）

v2 　　4R 　4．5114．O
v8 　 5Y 　8．0／13，0
vl2 　 3G　5．5／11．O
v18 　 3PB 　3．511Ls

v22 　 7P　3，5／11．5
W 　　 N9 ．5
Gy −5．5　N5 ．5

Bk　　 N1 ．5

SD 尺度は 1963 年 35尺 度、2001 年は 12 尺度。と

もに 7 段階尺度で ある。今回比較するの は、両者に共

通する次 の 10 尺度である。良い
一

悪い 、美しい
一

みに

くい （汚い ）、さわがしい （騒がしい ）一静かな 、 動い て い

る（動的）
一

とまっ て い る （静的）、派手な一地味な、熱い

（暖か い ）一冷たい 、軽い 一重い 、明るい
一暗い 、きんち

ょうした （緊張した）
一

ゆるんだ、鋭い一鈍い 。カ ッ コ 内は

2001 年発表分使用を示 す 。

3．　 結果と考察

　 両研究 で 共通する 8 色に 対する 10 尺度 上の プ ロ フ ィ

ール を図 に示 す u また 各 色 毎 に プ ロ フ
ー

ル 間 の

Pearson相 関係数 （r）を算 出し、図中に示 す。相関係

数は赤、青、紫、 黒 にお い て．88以 Eで あり、色彩イメ
ー

ジの 経年的不変性を示 したが、緑、白、中灰で はやや

低く（．70〜．79）、黄で最低であっ た （．54＞，

　 特に価値因子尺度 （良い 、 美しい ）で変化が大きく、

赤、黄の暖色で上昇し、白、中灰 、黒 の 無彩色で低下し

た。研究 （1）の 嗜好色 の変化傾向と共 通するu

また黄と緑にお い ては 、 活動惟 と軽明性 にお い ても上

昇傾 向が認 められた 。 今後の検討が必要で あるe

　 なお研究 （1）で用 い た象徴語 に就い て も 1963 年発

表研究にお い て SD 法によっ てそれ らの 与えるイメージ

が測定され、最近もそ の うちの 6 語 にっ い て は男女学生

に対 して 同様 の 測定がなされ て い る（文献 3）。 共通の 9

尺度（色の場合の 上記 10尺 度より熱 い
一冷たい を除く）

を用 い て経年比較をすると、 非 常によく似 たプ ロ フィ
ー

ル がえられた 。 相関係数は、怒 り（．90）、永遠 （．88）、 幸

福（，88）、孤独（．82）、不 安（．74）、恐怖（．84）と高い 値が得

られ 、時代を超えた安定性が認め られた。こ の事は これ

らの 象徴語が色彩感情の経年的研 究の 手段として適当

であることを示して い るv
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